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王
子
）・
千
田
（
新
橋
）・
新
井
（
大
宮
）・
佐
々
木
（
神

奈
川
）・
相
沢
（
上
野
）・
岡
本
（
大
宮
）・
小
川
（
新

橋
）
の
八
名
か
ら
受
け
、
松
川
書
記
長
の
答
弁
を
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国
労
加
入
呼
び
か
け

ポ
ス
タ
ー
募
集
中

二
〇
一
〇
年
一
月
末
ま
で

 
A
4
サ
イ
ズ
で

　

一
〇
月
一
〇
〜
一
一
日
に
発
明
会
館
で
行
わ
れ
た
第
六
〇
回
定
期
大
会
は
、
前
回
大
会
以
降

一
二
名
の
組
織
拡
大
と
い
う
各
地
区
本
部
・
支
部
・
分
会
の
頑
張
り
を
受
け
、
多
く
の
代
議
員

か
ら
様
々
な
組
織
拡
大
へ
の
取
り
組
み
の
発
言
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
総
選
挙
で
の
民
主
党
圧

勝
を
受
け
て
、
不
採
用
問
題
の
政
治
的
解
決
や
平
和
の
問
題
も
語
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
職
場
労

働
条
件
改
善
へ
の
取
り
組
み
も
各
代
議
員
か
ら
出
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
一
年
間
で
更
に
一
歩
前

進
さ
せ
よ
う
と
意
思
統
一
が
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
社
施
策
が
進
む
に
つ
れ
て
多
く
の
課
題
が
発
生
し
て
お
り
、
エ
ル
ダ
ー

制
度
に
よ
る
子
会
社
で
の
労
働
条
件
改
善
や
交
渉
を
求
め
る
声
、
乗
務
員
区
再
編
に
伴
う
運
協
・

運
転
協
再
編
へ
の
意
見
、
安
全
・
安
定
輸
送
に
対
す
る
発
言
な
ど
も
多
く
出
さ
れ
て
い
た
。
大

会
は
こ
れ
か
ら
の
一
年
間
こ
う
し
た
様
々
な
課
題
を
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
あ
っ
た
。    

                                                              

（
代
議
員
の
発
言
の
内
容
は
次
号
）

　

一
〇
月
一
〇
日
・
一
一
日
、
都
内
・
発
明
会
館

に
お
い
て
第
六
〇
回
定
期
地
方
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

山
本
副
委
員
長
の
司
会
に
よ
り
一
三
時
に
始
ま

り
、
常
盤
教
宣
部
長
よ
り
資
格
審
査
報
告
が
行
わ

れ
、
代
議
員
四
八
名
中
四
六
名
、
執
行
部
一
七
名

中
一
六
名
の
参
加
に
よ
り
大
会
が
成
立
し
て
い
る

こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。
続
い
て
、
議
長
に
桐
山
代

議
員
、
副
議
長
に
岡
田
代
議
員
（
い
ず
れ
も
新
橋

支
部
）
を
選
出
。

　

議
長
団
あ
い
さ
つ
、
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
、

来
賓
あ
い
さ
つ
、
祝
電
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
、
国
労

東
日
本
本
部
・
本
部
か
ら
の
報
告
、
国
労
弁
護
団

か
ら
の
報
告
、
国
労
議
員
団
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
議
事
に
入
り
、
大
会
期
日
の
延
期
承
認

提
案
、
選
挙
管
理
委
員
会
設
置
提
案
、
経
過
報
告

お
よ
び
二
〇
〇
九
年
度
運
動
方
針
（
案
）
の
提
案
、

組
織
検
討
委
員
会
報
告
、
協
約
協
定
締
結
承
認
提

案
が
行
わ
れ
、
経
過
・
組
検
報
告
・
協
約
協
定
に

関
す
る
質
疑
に
入
っ
た
。

　

経
過
に
対
す
る
発
言
は
合
田
（
上
野
）・
阿
部
（
八

含
め
て
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
二
〇
〇
八

年
度
決
算
報
告
、
同
承
認
が
行
わ
れ
一
日
目
の
議

事
が
終
了
し
た
。

　

二
日
目
は
九
時
再
開
。
来
賓
あ
い
さ
つ
、
東
京

闘
争
団
原
田
団
長
か
ら
の
特
別
発
言
の
あ
と
運
動

方
針
に
対
す
る
発
言
が
午
前
中
行
わ
れ
た
。
発
言

は
斉
藤
（
新
橋
）・
金
子
（
新
橋
）・
相
川
（
八
王
子
）・

相
田
（
大
宮
）・
南
沢
（
中
央
）・
松
本
（
神
奈
川
）・

神
蔵
（
新
橋
）・
青
木
（
上
野
）・
富
田
（
神
奈
川
）・

古
沢
（
新
橋
）・
星
川
（
八
王
子
）・
伊
東
（
大
井
工
）・

乾
（
上
野
）・
保
科
（
八
王
子
）・
曽
我
（
新
橋
）・

湊
（
神
奈
川
）・
小
川
（
新
橋
）・
堀
内
（
神
奈
川
）・

前
田
（
大
宮
）
の
一
九
名
か
ら
行
わ
れ
、
松
川
書

記
長
の
答
弁
も
含
め
て
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

た
。

　

昼
食
休
憩
中
に
組
織
拡
大
表
彰
が
行
わ
れ
、
再

開
後
二
〇
〇
九
年
度
予
算
（
案
）
が
提
案
さ
れ
拍

手
で
承
認
さ
れ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
が
投
票
で
確
立
。 　

今
大
会
に
お
い
て
、
山
本
久
・
副
執
行
委
員
長
、

石
井
富
男
・
執
行
委
員
、
佐
藤
正
一
・
会
計
監
査

員
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
ご
活
躍
お
疲
れ

様
で
し
た
。

神
奈
川
地
区
本
部

東
京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
分
会

中
野
電
車
区
分
会

東
戸
塚
駅
分
会

選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
新
執
行
部
・
新
地
方
委
員

の
発
表
（
別
掲
・
次
号
）。
決
議
二
本
と
大
会
宣
言

の
採
択
。
議
長
団
退
任
あ
い
さ
つ
。
石
上
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
・
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し
た
。

執
行
委
員

宮
﨑
浩
則

　

 

組
織
部
長

　

 

企
画
担
当

　

 

教
宣
担
当

執
行
委
員

鎌
田
博
一

 　

財
政
部
長

 　

企
画
担
当

 　

業
務
担
当

書
記
長

松
川　

聡

　
 

企
画
部
長

　
 

総
務
部
長

　

 
業
務
部
長

執
行
副
委
員
長

稲
荷　

靖

 　

総
括
補
佐

 　

法
対
部
長

 　

企
画
担
当

執
行
委
員
長

石
上
浩
一

  

総     

括

執
行
委
員

恒
本　

肇

　

 

業
務
担
当

　

 

法
対
担
当

　

 

組
織
担
当

執
行
委
員

横
倉
一
夫

 　

業
務
担
当

 　

組
織
担
当

 　

政
治
担
当

執
行
委
員

山
田
博
樹

　

 

副
対
部
長

　

 

業
務
担
当

　

 

教
宣
担
当

執
行
委
員

中
沢
和
夫

 　

政
治
部
長

 　

組
織
担
当

 　

法
対
担
当

執
行
委
員

常
盤
達
雄

　

 

教
宣
部
長

　

 

組
織
担
当

　

 

調
査
担
当

執
行
委
員

海
老
原
悟

 　

調
査
部
長

 　

組
織
担
当

 　

教
宣
担
当

婦
人
部
長

阿
部
美
津
子

　

 

婦
人
部
総
括

青
年
部
長

松
尾
郁
弥

 　

青
年
部
総
括

会
計
監
査
員

谷
川
春
男

会
計
監
査
員

千
代
村
直
孝

会
計
監
査
員

広
瀬
裕
二

執
行
委
員

岡
野
嘉
明

 　

組
織
担
当

 　

教
宣
担
当

 　

調
査
担
当
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組
む
。

　

労
働
条
件
改
善
、
安
全
、
安
定
輸
送
を
求
め
る
闘

い
。
事
故
が
多
発
し
非
常
事
態
宣
言
。
関
係
省
庁
か

ら
警
告
や
指
導
が
一
三
回
。
原
因
の
一
つ
は
効
率
化

や
シ
ス
テ
ム
化
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
二
三
年
間
に
実
に

二
一
〇
〇
名
を
超
す
要
員
削
減
。
斉
藤
代
議
員
か
ら

は
休
日
出
勤
の
問
題
、
南
沢
代
議
員
も
技
術
継
承
の

問
題
を
指
摘
。
前
田
代
議
員
か
ら
保
線
に
お
け
る
事

故
の
状
況
。
原
因
の
二
つ
目
と
し
て
は
差
別
。
仕
事

や
技
術
は
二
の
次
。
代
議
員
か
ら
の
発
言
で
も
、
一

部
労
組
に
偏
重
の
労
務
施
策
が
残
っ
て
い
る
と
の
指

摘
。
こ
の
中
で
技
術
継
承
が
滞
っ
た
。
分
会
の
議
論

を
基
本
に
要
求
確
立
し
、
改
善
を
求
め
る
基
本
的
な

運
動
に
立
ち
、
安
全
・
仕
事
総
点
検
で
改
善
を
。
今

後
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
や
東
北
縦
貫
な
ど
の
施
策
。
そ

の
中
で
、
安
全
、
安
定
輸
送
を
確
立
す
る
た
め
に
も

業
務
検
証
委
員
会
を
引
き
続
き
行
う
。

　
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
解
決
を
求
め
る
闘
い
。
福
田
先

生
や
原
田
闘
争
団
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
が
、
最
終

局
面
。
横
浜
人
活
訴
訟
は
一
二
月
二
二
日
に
判
決
。

六
年
前
に
最
高
裁
判
決
が
出
さ
れ
た
日
で
も
あ
る
。

複
数
の
代
議
員
か
ら
も
、
大
衆
行
動
を
展
開
し
て
欲

し
い
と
い
う
意
見
。
地
本
と
し
て
も
全
力
。
今
後
は
、

抗
議
的
な
大
衆
行
動
で
は
な
く
、
解
決
環
境
を
整
え

　

組
織
強
化
拡
大
。
方
針
で
一
九
名
の
う
ち
一
二

名
が
組
織
強
化
拡
大
の
取
り
組
み
を
発
言
。
各

級
機
関
で
最
重
要
課
題
に
。
八
王
子
で
加
入
し

た
仲
間
が
言
っ
た
こ
と
は
、
国
労
組
合
員
の
仕

事
に
対
す
る
姿
勢
を
見
て
加
入
。
地
本
が
素
晴

し
い
方
針
だ
け
を
提
起
し
て
も
加
入
は
し
な
い
。

組
合
員
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
姿
、
日

常
の
世
話
役
活
動
を
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
加

入
し
て
く
る
。
相
川
代
議
員
か
ら
、
取
り
組
み

に
満
足
で
は
な
く
、
呼
び
か
け
を
と
。
共
通
認

識
は
出
来
上
が
り
、
議
論
が
分
会
末
端
ま
で
伝

わ
る
か
が
勝
負
。
最
後
の
一
言
を
言
え
る
組
織

体
制
に
し
よ
う
。
執
行
部
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
引
き
続
き
設
置
。
更
に
新
入
社
員
対
策
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
組
織
拡
大
労
働

条
件
経
験
交
流
集
会
を
集
約
の
場
と
し
て
取
り

な
く
し
て
は
成
し
得
な
い
。
重
大
事
故
が
絶
え
ず
、

輸
送
障
害
、
運
転
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
、
協
力
会

社
社
員
の
死
亡
事
故
も
続
い
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
、
会
社
が
実
施
す
る
施
策
の
具
体
的

な
問
題
点
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
し
、
未
然
に
防

止
す
る
努
力
と
再
発
防
止
を
提
言
す
る
。
安
全
対

策
委
員
会
・
業
務
検
証
委
員
会
な
ど
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
仕
事
総
点
検
運
動
・
安
全
総
点
検
運

各 

委 

員 

会 （
◎
印
は
責
任
者
）

◆
戦
術
委
員

◎
松
川
、
稲
荷
、
鎌
田
、
宮
﨑
、
横
倉
、
山
田

◆
組
織
検
討
委
員 

◎
松
川
、
稲
荷
、
鎌
田
、
宮
﨑
、（
新
橋
）

　
（
上
野
）（
大
井
工
場
）（
神
奈
川
地
区
本
部
）

　
（
八
王
子
地
区
本
部
）（
大
宮
地
区
本
部
）

◆
全
国
組
織
検
討
委
員　
　

石
上

◆
全
国
財
政
専
門
委
員　
　

鎌
田

◆
地
方
本
部
財
政
専
門
委
員             

◎
鎌
田
、（
新
橋
）（
上
野
）（
大
井
工
場
）

　
（
神
奈
川
地
区
本
部
）（
八
王
子
地
区
本
部
）

　
（
大
宮
地
区
本
部
）

◆
合
理
化
対
策
委
員　
　
　

    

◎
松
川
、
鎌
田
、
宮
﨑
、
常
盤
、
中
沢
、

　

横
倉
、
山
田
、
恒
本

◆
宿
舎
対
策
委
員　
　

       　

◎
松
川
、
横
倉
、
山
田

◆
労
災
・
職
業
病
対
策
委
員 

◎
松
川
、
鎌
田
、
宮
﨑
、
山
田

◆
東
京
支
社
交
渉
委
員　

       

◎
松
川
、
鎌
田
、
横
倉
、
山
田
、（
新
橋
）

　
（
上
野
）（
大
井
工
場
）

◆
東
京
支
社
経
営
協
議
会
委
員         

◎
松
川
、
石
上
、
稲
荷
、
鎌
田
、
海
老
原
、
横
倉
、

   

山
田
（
新
橋
）（
上
野
）（
大
井
工
場
）

◆
東
京
支
社
苦
情
処
理
委
員          

◎
松
川
、
稲
荷
、
鎌
田
、
山
田
（
補
欠
）

　

最
後
に
、
政
権
も
チ
ェ
ン
ジ
し
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
実
践
、
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
・
医
療
・
年
金
・
介
護
の
社
会
保
障
、
雇
用

問
題
な
ど
の
政
策
実
践
が
問
わ
れ
る
。
私
た
ち

は
、
平
和
と
民
主
主
義
、
憲
法
擁
護
に
向
け
て

全
力
を
あ
げ
、
一
気
呵
成
と
は
い
か
な
く
と
も
、

着
実
に
粘
り
強
く
、
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
奮

闘
す
る
決
意
を
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
す
る
。

◆
東
京
支
社
簡
易
苦
情
処
理
委
員         

◎
松
川
、
鎌
田
、
稲
荷
（
補
欠
）

◆
東
日
本
本
社
交
渉
委
員  

松
川  

◆
東
日
本
本
社
経
営
協
議
会
委
員  

石
上

◆
東
日
本
本
社
苦
情
処
理
委
員
（
補
欠
）    

　

松
川
、
稲
荷
、
鎌
田
、
山
田

◆
貨
物
会
社
関
東
支
社
交
渉
委
員    

　

奥
村
、
平
田
、
吉
田

◆
貨
物
会
社
関
東
支
社
経
営
協
議
会
委
員    

　

松
川

◆
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
会
社
経
営
協
議
会
委
員　

  

　

松
川
、
自
動
車
３
名

◆
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
会
社
交
渉
委
員　

　

松
川
、
自
動
車
４
名

◆
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
会
社
苦
情
処
理
委
員　

  

　

自
動
車
３
名

◆
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
会
社
簡
易
苦
情
処
理
委
員 

　

自
動
車
２
名

◆
交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部　

  

　

運
営
委
員
、
石
上

◆
東
京
地
評  

石
上
、
稲
荷
、
中
沢
、
横
倉

◆
東
京
交
運
労
協 

石
上
、
松
川
、
中
沢
、
横
倉

◆
東
京
全
労
協　

 

石
上
、
中
沢
、
横
倉

る
大
衆
行
動
に
。
窓
口
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
過
ち

の
な
い
戦
術
、
方
法
を
確
実
に
。
何
と
し
て
も
解
決

を
図
る
。

　

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
。
政
権
交
代
を
果

た
し
た
が
、
課
題
は
山
積
。
新
政
権
に
期
待
し
な
が

ら
も
、
護
憲
平
和
の
立
場
か
ら
の
取
り
組
み
を
強
め

る
。
イ
ン
ド
洋
給
油
問
題
、
海
賊
対
処
法
、
原
子
力

空
母
の
問
題
、
非
核
三
原
則
の
問
題
、
貧
困
と
格
差
、

憲
法
改
正
、
挙
げ
れ
ば
キ
リ
の
な
い
ほ
ど
の
課
題
。

来
年
は
参
議
院
選
挙
。
護
憲
・
平
和
・
民
主
主
義
の

立
場
に
立
っ
た
政
党
、
候
補
者
の
勝
利
の
た
め
に
全

力
を
挙
げ
る
。

動
を
定
着
さ
せ
て
い
く
。
安
心
し
て
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
作
り
を
め
ざ
し
、
労
働
条
件
の
改
善
・

教
育
・
技
術
継
承
・
人
材
育
成
な
ど
を
会
社
に
も

と
め
る
こ
と
も
労
働
組
合
の
重
要
な
役
割
だ
と
考

え
る
。
Ｊ
Ｒ
会
社
と
の
「
紛
争
和
解
の
精
神
」
を

一
層
深
度
化
さ
せ
、
国
労
組
合
員
が
不
公
平
感
を

感
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
全
力
を
上
げ
て
い
く
。

　

組
織
拡
大
の
取
り
組
み
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
ア

ク
シ
ョ
ン
」
と
し
、
組
織
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

設
置
し
、
新
採
対
策
・
復
帰
加
入
対
策
・
ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
な
ど
の
作
成
を
は
じ
め
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
の

継
続
、
契
約
社
員
の
組
織
化
な
ど
の
取
り
組
み
を

展
開
し
て
き
た
。
職
場
と
仕
事
の
中
心
に
国
労
が

い
る
と
い
う
意
味
を
、
再
度
お
互
い
に
確
認
し
合

い
実
践
し
た
。
昨
年
の
大
会
以
降
、
一
二
名
の
仲

間
た
ち
の
国
労
へ
の
復
帰
・
加
入
を
生
み
出
し
た
。

若
い
仲
間
た
ち
は
「
も
う
一
人
を
国
労
へ
」
と
決

意
し
、「
最
後
は
国
労
で
退
職
を
し
た
い
」
と
い
う

先
輩
方
の
熱
い
決
意
も
い
た
だ
い
た
。

を
強
化
す
る
。「
横
浜
人
活
訴
訟
」
の
判
決
日
が
確

定
し
、「
国
労
訴
訟
」
も
結
審
を
迎
え
る
。
公
正
な

判
決
を
求
め
、
署
名
行
動
を
展
開
す
る
。
総
選
挙

結
果
を
受
け
、「
解
決
の
年
」
へ
政
治
対
策
の
強
化

に
全
力
を
上
げ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
会
社
の
安
全
・
安
定
輸
送
は
、
会
社
と
の

健
全
な
労
使
関
係
と
対
等
な
労
使
の
自
覚
と
責
任

　

一
〇
月
一
三
日
、
第
二
〇
回
国
労
東
京
へ
ら
鮒
釣

り
大
会
が
、
群
馬
県
板
倉
町
柳
生
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

パ
ー
ク
に
お
い
て
一
七
名
の
参
加
で
行
わ
れ
た
。
結

果
は
次
の
通
り
。

優
勝　

斎
藤
万
輝
男　

隅
田
川
駅
Ｏ
Ｂ

二
位　

大
川　

亨　
　

立
川
車
掌
区

三
位　

斎
藤
幸
三　
　

赤
羽
駅

　
「
一
〇
四
七
名
不
採
用
問
題
」
は
、
す
で
に

二
三
年
を
迎
え
る
。「
四
者
・
四
団
体
」
と
共

に
政
治
的
・
全
体
的
解
決
に
向
け
、
昨
年
の

「
一
〇
・
二
四
中
央
大
集
会
」
の
成
功
や
、
国
会

議
員
へ
の
要
請
行
動
な
ど
を
粘
り
強
く
継
続
し
、

政
府
・
与
党
に
決
断
を
迫
る
こ
と
を
基
本
に
、

大
衆
行
動
を
展
開
し
、
解
決
に
向
け
世
論
・
環

境
を
大
き
く
促
進
さ
せ
て
き
た
。

　

今
年
の
「
二
・
一
六
集
会
」
に
は
与
党
・
公
明
党

を
含
む
民
主
・
共
産
・
社
民
・
国
民
新
党
の
代
表

が
出
席
し
「
人
道
・
人
権
の
問
題
と
し
て
解
決
に

努
力
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
、
こ
れ
を
背
景

に
与
党
・
自
民
党
に
働
き
か
け
窓
口
を
設
置
、
全

会
派
に
よ
る
政
治
的
合
意
を
形
成
す
る
政
治
環
境

の
道
筋
が
確
立
さ
れ
た
。

　

第
四
五
回
衆
議
院
選
挙
は
、
自
民
党
に
国
民
の

厳
し
い
審
判
が
下
さ
れ
、
民
主
党
が
三
〇
八
議
席

を
獲
得
す
る
歴
史
的
な
総
選
挙
と
な
っ
た
。
鳩
山

新
政
権
は
、
民
主
・
社
民
・
国
民
新
党
の
連
立
内

閣
で
あ
り
「
政
局
に
絡
め
ず
、
人
権
・
人
道
問
題

と
し
て
解
決
す
べ
き
」
と
の
与
野
党
代
表
の
態
度

表
明
を
生
か
し
切
り
、
勝
利
に
向
け
て
取
り
組
み


